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平成29年度　413億7千万円
平成30年度　402億7千万円 平成30年度

人件費

物件費

扶助費

維持補修費

補助費等

普通建設事業費

災害復旧費

投資出資金

公債費

貸付金

繰出金

積立金・予備費等

歳出予算 ※端数処理のため内訳の計と合計が一致しない場合があります。
※パーセンテージについては、小数点以下第 1 位までの表示のため 0.0％となる場合があります。

性質別に見る歳出の増減 目的別に見る歳出

57億7,911万円（14.4%）

68億9,652万円（17.1%）

1億2,003万円（0.3%）

50億6,098万円（12.6%）

76億4,018万円（19.0%）

51億8,119万円（12.9%）

53億3,561万円（13.3%）

9億8,393万円（2.4%）
22億2,023万円（5.5%）
7億9,102万円（1.9%）

600万円（0.0%）

2億5,520万円（0.6%）

58億3,743万円（14.1%）

69億4,813万円（16.8%）

1億1,214万円（0.3%）

53億631万円（12.8%）

55億3,887万円（13.4%）

61億9,212万円（15.0%）

1,100万円（0.0%）

10億1,893万円（2.5%）

44億3,771万円（10.7%）

4億8,687万円（1.1%）

53億6,449万円（13.0%）
1億1,600万円（0.3%）

総務費 43億8,734万円（10.9%）

農林水産業費 18億3,434万円（4.6%）

民生費 129億9,217万円（32.3%）

衛生費 25億247万円（6.2%）

商工費 18億2,460万円（4.5%）

土木費 56億7,971万円（14.1%）

消防費 14億3,113万円（3.6%）

教育費 39億1,692万円（9.7%）

公債費 53億3,561万円（13.2%）

その他
議会費　2億4935万円（0.6%）
労働費　6,036万円（0.2%）
災害復旧費　600万円（0.0%）
予備費　5,000万円（0.1%）

前
年
度
比
で
22
億
１
７
４
８
万
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。
前
記
し
た
下
水
道
事

業
繰
出
金
21
億
８
９
０
３
万
円
の
性
質
区

分
変
更
に
よ
る
も
の
が
主
な
減
額
要
因
で

す
。そ
の
他
特
別
会
計
繰
出
金
と
し
て
、国

保
会
計
繰
出
金
6
億
５
３
７
１
万
円
、
介

護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
12
億
５
２
２
０

万
円
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
繰
出
金
2

億
９
４
４
４
万
円
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

消
耗
品
や
業
務
委
託
、
臨
時
職
員
の
賃

金
な
ど
を
盛
り
込
む
物
件
費
は
、
前
年
度

比
５
１
６
１
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

本
庁
舎
総
合
管
理
委
託
業
務
８
２
７
３
万

円
、予
防
接
種
医
務
委
託
料
2
億
５
９
９
８
万

円
、
ご
み
・
資
源
物
収
集
等
運
搬
事
業
委

託
3
億
１
６
５
４
万
円
、
松
く
い
虫
防
除

対
策
事
業
の
松
枯
損
木
伐
倒
処
理
外
委
託

１
億
４
７
６
５
万
円
な
ど
で
す
。

住
民
福
祉
を
支
え
る
た
め
の
経
費
で

あ
る
扶
助
費
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
事

業
の
終
了
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
で

2
億
４
５
３
３
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。
福
祉
医
療
費
給
付
事
業
の
医
療
費

扶
助
5
億
３
５
１
６
万
円
、
自
立
支
援

給
付
事
業
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
等

13
億
５
９
２
７
万
円
、
児
童
手
当
・
児
童

扶
養
手
当
給
付
事
業
18
億
８
７
０
万
円
、

入
浴
割
引
券
交
付
事
業
３
０
０
２
万
円
、

子
育
て
応
援
手
当
給
付
事
業
３
７
８
０
万

円
な
ど
で
す
。

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
や
負
担
金
等
の

経
費
で
あ
る
補
助
費
等
は
前
年
度
比
で

21
億
１
３
１
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し

● 

目
的
別
に
み
る
歳
出

前
年
度
比
で
６
０
０
０
万
円
の
増
額

で
す
。
ふ
る
さ
と
寄
附
に
対
す
る
返
礼

品
な
ど
に
2
億
２
８
７
１
万
円
、
デ
マ

ン
ド
交
通
運
行
の
た
め
の
公
共
交
通
事

業
に
８
２
２
８
万
円
、
区
等
交
付
金
を

拡
充
し
た
区
等
地
域
力
向
上
事
業
に

１
億
２
１
２
３
万
円
、ま
た
、ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
推
進
事
業
に
３
９
７
万
円
な
ど
で
す
。

前
年
度
比
で
5
億
８
３
１
４
万
円
の

減
額
で
す
。
福
祉
医
療
費
給
付
事
業

5
億
８
１
９
４
万
円
、
自
立
支
援
給
付

事
業
14
億
２
６
９
３
万
円
、
事
業
の
統

合
と
拡
充
を
図
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ

ア
が
ん
ば
ろ
う
事
業
に
７
７
８
万
円
、

児
童
手
当
児
童
扶
養
手
当
給
付
事
業

18
億
９
４
０
万
円
、
生
活
保
護
費
給
付
事

業
7
億
１
２
８
１
万
円
な
ど
で
す
。

前
年
度
比
で
９
３
５
万
円
の
増
額
で
す
。

予
防
接
種
事
業
2
億
６
２
７
７
万
円
、
不

妊
・
不
育
症
治
療
費
助
成
事
業
１
８
３
６

万
円
、
穂
高
広
域
施
設
組
合
新
ご
み
処
理

施
設
建
設
事
業
７
７
２
万
円
、
水
道
事
業

た
。
下
水
道
事
業
が
公
営
企
業
会
計
の

適
用
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
繰
出
金

21
億
８
９
０
３
万
円
の
性
質
区
分
が
変

更
と
な
っ
た
こ
と
が
主
な
増
額
要
因
で

す
。
そ
の
他
の
事
業
は
、
ふ
る
さ
と
寄

附
返
礼
品
１
億
72
万
円
、
区
等
地
域
力
向

上
事
業
１
億
２
１
２
３
万
円
、
子
ど
も

の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
費
負
担
金

3
億
１
０
９
６
万
円
、
企
業
等
支
援
助
成

事
業
2
億
４
２
１
４
万
円
な
ど
で
す
。

道
路
や
学
校
な
ど
社
会
資
本
整
備
に
必

要
な
経
費
で
あ
る
普
通
建
設
事
業
費
は
、

前
年
度
比
で
10
億
１
０
９
３
万
円
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。
認
定
こ
ど
も
園
建
設
事

業
（
明
科
南
、
三
郷
北
部
、
た
つ
み
）
9

億
４
６
７
０
万
円
、
市
道
新
設
改
良
事
業

（
市
単
独
分
）
3
億
５
８
９
０
万
円
、
新

総
合
体
育
館
建
設
事
業
2
億
４
７
４
５
万

円
、
三
郷
文
化
公
園
体
育
館
大
規
模
改
修

4
億
３
０
６
万
円
、
小
中
学
校
施
設
改
修

事
業
（
長
寿
命
化
改
良
、
耐
震
化
工
事
）

8
億
３
０
１
５
万
円
な
ど
で
す
。

前
年
度
比
で
２
８
８
８
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。
償
還
元
金
51
億
１
９
７
８

万
円
、
償
還
利
子
2
億
１
４
３
４
万
円
な

ど
で
す
。

統
合
の
た
め
の
整
備
事
業
に
対
す
る
出
資

金
2
億
５
５
２
０
万
円
な
ど
で
す
。

前
年
度
比
で
2
億
１
９
１
３
万
円
の
減

額
で
す
。
農
業
費
は
、
農
家
民
宿
推
進
事

業
３
２
９
万
円
、
新
規
就
農
者
等
支
援
の

た
め
の
後
継
者
育
成
事
業
４
６
５
２
万

円
な
ど
の
ほ
か
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
防
止
の
た
め
、
有
害
鳥
獣
防

止
対
策
事
業
９
３
５
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。林
業
費
は
、
松
く
い
虫
防
除
対
策

事
業
2
億
１
７
１
５
万
円
、
林
道
危
険

個
所
重
点
整
備
事
業
４
０
４
０
万
円
な
ど

で
す
。耕
地
費
は
、農
地
保
全
活
動
交
付
金

2
億
３
５
５
８
万
円
、
土
地
改
良
施
設
の

維
持
補
修
工
事
３
９
２
６
万
円
な
ど
で
す
。

前
年
度
比
で
2
億
９
４
５
万
円
の
減
額

で
す
。し
ご
と
創
出
事
業
２
３
３
３
万
円
、

企
業
助
成
事
業
2
億
４
２
８
９
万
円
、
地

域
資
源
活
用
型
連
携
推
進
事
業
は
、
安
曇

野
産
ホ
ッ
プ
を
活
用
し
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
事
業
５
７
６
万
円
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
事

業
（
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
安
曇
野

花
火
外
）
４
２
４
６
万
円
な
ど
で
す
。

前
年
度
比
で
4
億
７
６
１
６
万
円

の
増
額
で
す
。
道
路
橋
梁
維
持
事
業

3
億
２
６
５
５
万
円
、
除
雪
融
雪
事
業

１
億
１
２
２
９
万
円
や
、
拠
点
集
約
型
の

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め

の
拠
点
地
域
等
住
宅
購
入
費
助
成
事
業

４
６
７
０
万
円
、
三
郷
文
化
公
園
体
育
館

大
規
模
改
修
4
億
３
０
６
万
円
、
新
総
合

体
育
館
建
設
事
業
2
億
５
６
７
３
万
円
、

下
水
道
事
業
へ
の
繰
出
金
21
億
８
９
０
３

万
円
な
ど
で
す
。

前
年
度
比
で
5
億
９
６
２
５
万
円
の
減

額
で
す
。
高
校
・
大
学
等
入
学
準
備
金
貸

付
２
６
０
０
万
円
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

事
業
８
２
２
１
万
円
の
ほ
か
、
国
際
社
会

に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
を
視
野
に
、
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
配
置
を
行
う
中
学
校
外
国
語
指
導

講
師
配
置
事
業
３
４
９
４
万
円
や
、
中
学

生
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
派
遣
事
業

８
６
７
万
円
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
費
は
、
10
月
の
開
館
を
予
定

す
る
文
書
館
施
設
運
営
管
理
事
業
４
２

０
４
万
円
、
ま
た
、
保
健
体
育
費
は
、
堀

金
総
合
体
育
館
大
規
模
改
修
工
事
１

２
０
０
万
円
や
、
明
科
体
育
館
非
構
造
部

材
耐
震
化
工
事
５
９
２
７
万
円
な
ど
で

す
。

物
件
費
（
68
億
９
６
５
２
万
円
）

扶
助
費　
（
50
億
６
０
９
８
万
円
）

普
通
建
設
事
業
費　
（
51
億
８
１
１
９
万
円
）

公
債
費 

（
53
億
３
５
６
１
万
円
）

繰
出
金　
（
22
億
２
０
２
３
万
円
）

総
務
費 

（
43
億
８
７
３
４
万
円
）

民
生
費 

（
１
２
９
億
９
２
１
７
万
円
）

農
林
水
産
業
費 

（
18
億
３
４
３
４
万
円
）

商
工
費 

（
18
億
２
４
６
０
万
円
）

土
木
費 

（
56
億
７
９
７
１
万
円
）

教
育
費 

（
39
億
１
６
９
２
万
円
）

衛
生
費 

（
25
億
２
４
７
万
円
）

補
助
費
等　
（
76
億
４
０
１
８
万
円
）

特集◎平成 30 年度予算

平成30年度は23人が新任採用されました。
市職員一丸となり、市政発展に全力で取り組んでまいります


